
 

 

 

 

１．研究課題名： 

廃棄物発生抑制概念のシステム分析と社会応用  
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３．研究実施期間：平成 27～29 年度 

 

 

４．研究の趣旨・概要 

 循環型社会形成に向けて、３Ｒ（リデュース、リユース、リサイクル）のうち、より優

先度の高いとされるはじめの２Ｒに関しては、その位置づけや具体的な政策展開に乏しく、

食品リサイクル法における業種別減量目標の展開に限られる。本研究では、発生抑制政策

に関する国際比較研究により発生抑制概念と指標開発の動向を把握し、発生抑制の効果解

析として、フロー動態＆ライフサイクル分析手法によって取り組む。その具体的対象は、

とくに発生抑制効果が大きいと考えられる、生ごみや食品ロス、使い捨て乾電池や二次電

池などである。そして、京都市を対象に発生抑制の社会応用に関する検討を行い、政策展

開時の効果や課題の検討を進める。 

 

 

５．研究項目及び実施体制 

 

①発生抑制と評価指標に関する国際比較研究（京都大学、中間貯蔵・日本環境安全事業） 

②発生抑制のフロー動態とライフサイクル分析（愛媛大学、国立環境研究所、京都大学） 

③発生抑制の社会応用に関するケーススタディ（京都市、京都大学）  
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